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【基本方針】（スペース含み８００字程度、全て全角で４０文字×２０行）
　
「民による公益の増進を目指して」というスローガンのもと始められた公益法人制度改革は、公益認定・一般認可の移行スタートから、はや２年が経過しました。また、最近では、行政刷新会議の事業仕分けと相俟って、公益法人に対する社会からの注目度も高くなっていると感じます。

山形ＪＣは、市民としての立場から、“まちづくり・ひとづくり“のための事業活動を様々に行っており、まさしく公益法人であるという意識をメンバー全員が持っています。この意識を法人格としても具現化し、ひいては、山形ＪＣが、社会地域からしっかりと公益性が認知される団体となります。公益法人移行申請は、公益法人会計、収支予算書と密接に結び付いているため、財政局としっかりとした連携が必要です。特に、事業の公益性、予算立案、予算執行は、公益法人として重要事項であるため、公益目的事業と共益事業の区分の視点から、しっかりと精査していきます。公益法人への移行は、税制上の優遇措置や一般法人移行による公益目的支出計画が不要といったメリットがあります。しかし、最も重要な点は、“まちづくり・ひとづくり”のため、汗を流し、事業活動を行っているメンバーの“山形ＪＣは、公益社団法人である”という自覚です。あり、一般社団法人になってしまうことで、その意識が崩れるかも知れません。また、市民にも、山形ＪＣは共益的団体だという誤解を与えかねません。
公益社団法人格取得は、これまで５５年という長い間まちづくり活動を行ってきた山形ＪＣにとって、内部的も、外部的にも法人の存在意義に直結しています。公益法人格取得を契機によって、メンバーの活動意識や市民からの公益性の認知を一段と高め、ひいては、山形ＪＣがこれまで以上に地域に求められる団体となり、社会地域活力に満ち溢れ、そして輝ける存在になると確信します。違いありません。公益社団法人への移行申請期限である２０１３年１１月３０日まで、残り３年となりを切りました。ＬＯＭ一丸となって、移行に向けた事業展開を行う事が必要となりますが、昨年までの公益社団法人移行申請に向けた準備をしっかりと引き継ぎ、移行申請に向けて公益社団法人格推進プロジェクトチームは邁進します。
【基本テーマ】

・公益社団法人格取得に向けた課題解決と移行申請準備

【重点事項】

· 公益目的事業比率を満たすための山形大花火大会事業の位置付けの確認に関する事項
	事 業 名
	議 案 名
	事業内容
	実施時期
	対 象 者
	予　　算
	主 務 員
	上程時期

	公益社団法人格取得の準備に関する事項


	公益社団法人格取得の準備に関する事項

	公益法人制度改革及び公益社団法人格取得についての理解を促進する事業
	通年
	山形ＪＣメンバー
	0円
	田牧大祐
	随時




Ｖｅｒ．１締切日：２０１０年９月１３日（月）正午　　

９月２７日（月）第３回常任理事予定者会議にて討議

１０月　６日（水）第２回役員予定者会議にて協議①

１０月１９日（火）第３回役員予定者会議にて協議②
１１月１０日（水）第４回役員予定者会議にて審議
